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平
成
三
十
年
戊
戌
の
新
春
を
迎
え
、
皇
室

の
弥
栄
、
県
内
各
神
社
の
御
社
頭
の
隆
昌
と

皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

神
宮
斎
主
池
田
厚
子
さ
ま
が
昨
年
六
月
に
ご

退
任
さ
れ
、
天
皇
陛
下
第
一
皇
女
子
黒
田
清

子
さ
ま
が
新
た
に
神
宮
斎
主
に
ご
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

更
に
、
鷹
司
尚
武
大
宮
司
の
ご
退
任
、
そ

し
て
、
新
た
に
小
松
揮
世
久
氏
が
七
月
三
日

付
で
大
宮
司
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
次
期
ご
遷
宮
に
向
け
て
の
ご
準
備
の
始

ま
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
神
宮
斎
主
を
ご
退
任
さ
れ
ま
し

た
池
田
厚
子
さ
ま
は
岡
山
県
の
神
社
界
に
と

り
ま
し
て
は
特
別
な
ご
存
在
で
あ
り
、
天
皇

陛
下
の
大
御
手
代
と
し
て
昭
和
六
十
三
年
十

月
ご
就
任
以
来
、

第
六
十
一
回
、
第

六
十
二
回
の
二
度

の
ご
遷
宮
を
始
め

諸
祭
儀
の
ご
奉
仕

を
、
二
十
九
年
の

長
き
に
亘
り
お
勤

め
に
な
ら
れ
ま
し

た
。

　

茲
に
、
謹
ん
で

心
よ
り
ご
慰
労
申

し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

　

今
年
度
の
当
庁
の
主
な
取
り
組
み
は
、
一

昨
年
開
催
し
ま
し
た
直
階
検
定
講
習
会
受
講

者
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
昨
年
三
十
四
年

ぶ
り
に
権
正
階
検
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
を
始
め
、
神
社
庁
職
員
に
相
当
の
負

担
を
強
い
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
陰

様
で
十
一
名
が
受
講
し
、
全
員
権
正
階
を
取

得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
祀
委
員
会
の
特
殊
神
事
部
会
と

教
化
委
員
会
事
業
部
会
が
中
心
と
な
り
、
県

内
全
神
社
を
対
象
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
収

を
目
指
し
て
行
い
ま
し
た
「
神
事
、
行
事
総
合

調
査
」
で
は
、
各
宮
司
様
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
調
査
は
、
当
県
神
社
界
に
と
り

ま
し
て
貴
重
な
資
料
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
本
庁
で
は
、
昨
年
「
本
宗
奉
賛
活

動
強
化
推
進
委
員
会
」
並
び
に
「
過
疎
地
域

神
社
活
性
化
推
進
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

各
委
員
会
に
は
本
庁
理
事
、
本
庁
担
当
職
員

が
委
員
と
な
り
、
各
委
員
長
は
常
務
理
事
が

務
め
、
約
一
年
に
亘
り
協
議
が
進
め
ら
れ
、

「
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
委
員
会
」
で

は
昨
年
七
月
に
推
進
施
策
実
施
要
項
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
庁
が
、
昭
和
五
十
年
よ
り
四

十
年
に
亘
り
実
施
し
て
き
た
神
社
振
興
対
策

を
下
地
に
し
、
一
神
社
の
振
興
施
策
で
は
な

く
地
域
ぐ
る
み
の
相
互
扶
助
体
制
の
確
立
を

目
指
し
て
施
策
の
推
進
を
図
る
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
当
県
で
も
こ
の
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
各
宮
司
様
に
応
募
を
求
め
ま
し
た
。

　

結
果
、
一
神
社
よ
り
応
募
が
あ
り
（
昨
年

十
月
現
在
）
こ
れ
を
受
け
て
当
庁
の
役
員
会

並
び
に
総
務
委
員
会
で
「
過
疎
地
域
神
社
活

性
化
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
応
募
内
容

を
検
討
し
、
本
庁
へ
申
請
す
る
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。（
実
施
期
間
＝
平
成
三
十
年
一
月

よ
り
三
年
間
）

　

過
疎
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
庁
の

施
策
と
並
行
し
て
県
内
神
社
の
過
疎
化
対
策

に
も
着
手
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

先
ず
は
、
実
態
調
査
の
方
法
等
対
策
の
具

体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
に
検

討
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
八
月
に
中
国
地
区

五
県
の
教
化
委
員
長
・
教
化
部
長
で
構
成
さ

れ
た
「
過
疎
化
問
題
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、

約
半
年
を
か
け
て
協
議
を
進
め
平
成
二
十
九

年
三
月
に「
過
疎
地
域
神
社
対
策
へ
の
提
言
」

と
し
て
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
提
言
書
は

県
内
支
部
長
へ
配
布
致
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
支
部
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
議
論
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
検
討
会
の
中
で
、
神
職
後
継
者
問
題

は
本
庁
の
制
度
そ
の
も
の
に
関
わ
る
事
項
も

あ
り
、
各
県
庁
長
、
或
い
は
副
庁
長
も
委
員

と
し
て
参
画
致
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
権
正
階
取
得
方
法
の
緩
和
処
置

に
つ
い
て
で
あ
り
、
中
国
地
区
正
副
庁
長
会

で
意
見
集
約
が
で
き
れ
ば
、
平
成
三
十
年
度

の
本
庁
評
議
委
員
会
に
議
案
と
し
て
上
程
す

る
こ
と
を
視
野
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
一
端
を
申

し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

他
各
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
も
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
も
、
当
神
社
庁
諸
行
事
に
格
段
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

年  

頭  

所  

感
岡
山
県
神
社
庁
庁
長　

牧　
　
　

博　

嗣
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平
成
二
十
八
年
度
決
算
等
を
承
認

　�

平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
／
負
担
金
是

正
／
生
駒
五
三
六
氏
が
理
事
に
就
任

　

十
一
月
十
六
日
、
神
社
庁
講
堂
に
お
い
て

臨
時
協
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
式
行
事
、
庁
長
挨
拶
に
続
き
長
江
議
長

が
登
壇
し
、
議
事
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

◎�

議
案
第
一
号
『
平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県

神
社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
』

◎�

議
案
第
二
号
『
平
成
二
十
八
年
岡
山
県
神

社
庁
別
途
会
計
収
支
決
算
』

◎�

議
案
第
三
号
『
平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県

神
社
庁
事
業
会
計
決
算
』

◎�

議
案
第
四
号『
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目
録
』

　

続
い
て
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。

質
問　

今
回
、
直
階
の
神
職
が
数
名
権
正
階

に
昇
階
し
た
が
、
今
後
神
社
本
庁
の
周
年
に

合
わ
せ
て
同
様
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

回
答　

今
回
は
特
別
昇
階
で
、
周
年
に
合
わ

せ
た
も
の
で
は
な
い
。
直
階
で
宮
司
代
務
者

に
な
っ
て
い
る
者
は
五
年
以
内
に
権
正
階
を

取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
守
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
規
程
改
正
に
よ
り
失
職
と

な
る
の
で
、
救
済
措
置
が
と
ら
れ
た
。

質
問　

特
別
昇
階
は
該
当
支
部
の
支
部
長
が

が
承
認
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
か
。
承
知

し
て
い
な
い
。

回
答　

特
別
昇
階
は
直
階
代
務
者
を
無
く
す

こ
と
が
目
的
で
、神
社
本
庁
の
施
策
で
あ
り
、

神
社
庁
が
決
め
た
も
の
で
は
な
い
。

質
問　

該
当
者
は
本
庁
が
示
し
た
の
か
。
何

人
で
何
処
の
支
部
に
該
当
す
る
か
。
神
職
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
。
昇
階

は
厳
正
に
し
て
い
た
だ
き
、
納
得
の
行
く
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
し
て
貰
い
た
い
。

回
答　

こ
の
制
度
は
全
神
職
に
周
知
済
み
で

す
。
該
当
者
は
五
名
で
美
作
、
岡
山
、
邑
久

上
道
西
大
寺
、
東
備
、
川
上
の
各
支
部
に
該

当
す
る
。

　

役
員
会
で
審
議
し
て
、
該
当
者
に
は
特
定

の
条
件
を
付
し
て
い
る
。

質
問　

祭
祀
研
究
費
は
教
化
事
業
費
の
よ
う

に
、
部
会
毎
に
項
目
立
て
を
行
っ
た
方
が
、

部
会
の
活
動
内
容
が
良
く
わ
か
る
の
で
は
な

い
か
。

回
答　

祭
祀
委
員
会
の
部
会
予
算
は
少
額
な

の
で
一
纏
め
に
し
て
い
る
。

質
問　

少
額
で
あ
っ
て
も
細
分
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
無
理
な
ら
付
記
欄
に
部
会
毎
の

金
額
を
記
入
で
き
な
い
か
。

回
答　

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
定
例
協
議

員
会
で
部
会
の
事
業
を
報
告
し
て
い
る
。

質
問　

事
業
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
当
期
利

益
金
が
算
入
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

回
答　

当
期
利
益
金
は
赤
字
が
続
い
て
お

り
、
黒
字
に
転
じ
た
時
点
で
算
入
を
す
る
予

定
で
す
。

質
問　

神
社
庁
財
産
目
録
の
土

地
、
建
物
の
金
額
は
現
在
の
評
価

額
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

宗
教
法
人
会
計
で
は
取
得

時
点
で
の
評
価
額
を
記
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

○�

議
案
第
五
号
『
平
成
二
十
九
年

度
岡
山
県
神
社
庁
一
般
会
計
歳

入
歳
出
補
正
予
算
案
』

　

池
田
厚
子
さ
ま
神
宮
斎
主
退
任

慰
労
会
、
職
員
給
料
、
神
宮
奉
賛

部
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
費
の

補
正
が
提
示
さ
れ
た
が
、
質
疑
は

な
く
、
可
決
さ
れ
た
。

○
議
案
第
六
号『
負
担
金
是
正
案
』

質
問　

兼
務
社
を
含
め
た
全
て
の

神
社
に
対
し
、
周
知
徹
底
を
図
る

の
か
。

回
答　

全
宮
司
に
現
在
の
負
担
金
デ
ー
タ
を

送
付
し
、
周
知
す
る
。

○
そ
の
他

　

神
社
庁
理
事
三
垣
一
氏
が
八
月
十
日
に
支

部
会
長
退
任
を
受
け
、
県
神
社
総
代
会
を
開

催
し
、後
任
に
生
駒
五
三
六
氏
が
就
任
し
た
。

同
氏
を
神
社
庁
理
事
へ
の
推
薦
が
あ
っ
た
こ

と
を
説
明
。
承
認
さ
れ
た
。

臨
時
協
議
員
会
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平成28年度　岡山県神社庁

一般会計歳入歳出決算書
（平成28年7月1日～平成29年6月30日）

歳 入 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　異

Ⅰ　�神 饌 及 幣 帛 料 870,000 800,800 69,200
１　�本 庁 幣 620,000 622,800 △2,800
２　�神 饌 及 初 穂 料 250,000 178,000 72,000

Ⅱ　�財 産 収 入 10,000 4,447 5,553
Ⅲ　�負 担 金 36,920,000 36,942,560 △22,560
１　�神 社 負 担 金 25,844,000 25,851,720 △7,720
２　�神 職 負 担 金 9,230,000 9,243,240 △13,240
３　�支 部 負 担 金 1,846,000 1,847,600 △1,600

Ⅳ　�交 付 金 65,300,000 65,422,600 △122,600
１　�本 庁 交 付 金 900,000 1,925,600 △1,025,600
２　�神宮神徳宣揚費交付金 64,000,000 63,200,000 800,000
３　�本 庁 補 助 金 400,000 297,000 103,000

Ⅴ　�寄 付 金 3,000,000 2,565,000 435,000
Ⅵ　�諸 収 入 6,905,000 6,768,495 136,505
１　�表 彰 金 50,000 50,000 0
２　�預 金 利 子 5,000 328 4,672
３　�申 請 料・ 任 命 料 2,000,000 3,775,000 △1,775,000
４　�会 費 4,550,000 2,632,000 1,918,000
５　�雑 収 入 300,000 311,167 △11,167

Ⅶ　�繰 入 金 1,200,000 1,200,000 0
当 期 歳 入 合 計 114,205,000 113,703,902 501,098

前 期 繰 越 金
20,460,338

24,409,014
△3,948,676

（24,409,014） （0）

歳 入 合 計
134,665,338

138,112,916
△3,447,578

（138,614,014） （501,098）

歳 出 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　異

Ⅰ　�幣 帛 料 2,300,000 2,155,500 144,500
１　�本 庁 幣 2,200,000 2,105,500 94,500
２　�神 社 庁 幣 100,000 50,000 50,000

Ⅱ　�神 事 費 400,000 321,533 78,467

Ⅲ　�事 務 局 費
31,030,000

27,717,400
3,312,600

（32,218,000） （4,500,600）
１　�表 彰 並 び に 儀 礼 費 1,300,000 1,291,584 8,416
　⑴　�各 種 表 彰 費 500,000 373,024 126,976
　⑵　�慶 弔 費 800,000 918,560 △118,560
２　�会 議 費 200,000 92,747 107,253
３　�役 員 関 係 費 1,400,000 1,400,000 0
　⑴　�役 員 報 酬 1,280,000 1,280,000 0
　⑵　�地 区 会 議 関 係 費 120,000 120,000 0

４　�給料及び福利厚生費
16,730,000

15,566,147
1,163,853

（17,018,000） （1,451,853）

　⑴　�給 料
8,930,000

9,111,936
△181,936

（9,218,000） （106,064）
　⑵　�諸 手 当 5,000,000 4,417,915 582,085
　⑶　�各 種 保 険 料 2,700,000 2,008,266 691,734
　⑷　�職 員 厚 生 費 100,000 28,030 71,970

５　�庁 費
5,850,000

5,336,526
513,474

（6,750,000） （1,413,474）

　⑴　�備 品 費
500,000

871,668
△371,668

（1,200,000） （328,332）

　⑵　�図 書 印 刷 費
850,000

838,080
11,920

（1,050,000） （211,920）
　⑶　�消 耗 品 費 1,400,000 1,023,144 376,856
　⑷　�水 道 光 熱 費 1,200,000 1,190,531 9,469
　⑸　�通 信 運 搬 費 900,000 829,411 70,589
　⑹　�雑 費 1,000,000 583,692 416,308

科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　異
６　�交 際 費 1,100,000 835,588 264,412
７　�旅 費 3,300,000 2,242,818 1,057,182
８　�維 持 管 理 費 950,000 774,675 175,325
９　�法 務 対 策 費 200,000 177,315 22,685

Ⅳ　�指 導 奨 励 費 15,539,000 12,034,484 3,504,516
１　�教 化 事 業 費 7,223,000 6,475,352 747,648
　⑴　�教 化 費 550,000 758,880 △208,880
　⑵　�広 報 費 2,650,000 2,127,529 522,471
　⑶　�事 業 費 1,638,000 1,316,327 321,673
　⑷　�神 宮 奉 賛 費 1,085,000 939,026 145,974
　⑸　�育 成 費 1,300,000 1,333,590 △33,590
２　�神 社 庁 研 修 所 費 5,700,000 3,422,763 2,277,237
　⑴　�研 修 費 2,000,000 1,708,539 291,461
　⑵　�直 階 講 習 費 3,700,000 1,714,224 1,985,776
３　�祭 祀 研 究 費 925,000 474,959 450,041
４　�各 種 補 助 金 1,691,000 1,661,410 29,590
　⑴　�神 政 連 関 係 費 135,000 135,000 0
　⑵　�神 青 協 補 助 金 450,000 450,000 0
　⑶　�氏 青 協 補 助 金 90,000 90,000 0
　⑷　�県 教 神 協 補 助 金 90,000 90,000 0
　⑸　�女子神職会補助金 162,000 162,000 0
　⑹　�県 敬 婦 連 補 助 金 117,000 117,000 0
　⑺　�神 楽 部 補 助 金 90,000 90,000 0
　⑻　�作 州 神 楽 補 助 金 27,000 27,000 0
　⑼　�支部長懇話会補助金 150,000 150,000 0
　⑽　�神宮大祭派遣補助金 30,000 30,000 0
　⑾　�教 誨 師 関 係 費 350,000 320,410 29,590
　⑿　�地 区 大 会 援 助 金 0 0 0

Ⅴ　�各 種 積 立 金 6,490,000 6,490,000 0
１　�職員退職給与積立金 830,000 830,000 0
２　�正副庁長退任慰労金積立金 160,000 160,000 0
３　�庁舎管理資金積立金 2,500,000 2,500,000 0
４　�次期式年遷宮準備金 2,000,000 2,000,000 0
５　�災 害 見 舞 金 積 立 金 500,000 500,000 0
６　�関 係 者 大 会 積 立 金 500,000 500,000 0

Ⅵ　�神 社 関 係 者 大 会 費 600,000 527,143 72,857
Ⅶ　�負 担 金 22,926,150 22,176,318 749,832
１　�本庁災害慰謝負担金 303,150 303,150 0
２　�本 庁 負 担 金 6,063,000 6,063,000 0
３　�本 庁 特 別 納 付 金 13,300,000 12,854,848 445,152
４　�支 部 負 担 金 報 奨 費 2,960,000 2,955,320 4,680
５　�負 担 金 特 別 対 策 費 300,000 0 300,000

Ⅷ　�渉 外 費 720,000 408,770 311,230
１　�友 好 団 体 関 係 費 370,000 177,650 192,350
２　�時 局 対 策 費 100,000 86,400 13,600
３　�同 和 対 策 費 250,000 144,720 105,280

Ⅸ　�神宮神徳宣揚費交付金 33,420,000 32,970,000 450,000
Ⅹ　�大 麻 頒 布 事 業 関 係 費 5,900,000 5,566,687 333,313
１　�頒 布 事 務 費 500,000 371,401 128,599
２　�頒 布 事 業 奨 励 費 5,400,000 5,195,286 204,714

Ⅺ　�予 備 費
15,340,188

0
15,340,188

（18,100,864） （18,100,864）

当 期 歳 出 合 計
134,665,338

110,367,835
24,297,503

（138,614,014） （28,246,179）
次 期 繰 越 金 0 27,745,081 △27,745,081

歳 出 合 計
134,665,338

138,112,916
△3,447,578

（138,614,014） （501,098）

注1　差異は、決算額が予算額に比し、超過した場合△で表示する。
注2　表中の（　）内は補正予算額。

歳入総額� 138,112,916円

歳出総額� 110,367,835円
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平成29年度　岡山県神社庁

一般会計歳入歳出補正予算案
（平成29年7月1日～平成30年6月30日）

歳 入 の 部 （単位 ：円）

科　　　　　目 補正予算額 既決予算額 増　減（△）

前 期 繰 越 金 27,745,081 25,577,486 2,167,595

歳 入 合 計 137,656,081 135,488,486 2,167,595

歳 出 の 部 （単位 ：円）

科　　　　　目 補正予算額 既決予算額 増　減（△）

Ⅲ　�事 務 局 費 31,072,000 30,372,000 700,000

２　�会 議 費 700,000 200,000 500,000

４　�給 料 及 び 福 利 厚 生 費 16,472,000 16,272,000 200,000

　⑴　�給 料 8,672,000 8,472,000 200,000

Ⅳ　�指 導 奨 励 費 13,839,000 13,499,000 340,000

１　�教 化 事 業 費 4,598,000 4,258,000 340,000

　⑷　�神 宮 奉 賛 費 1,310,000 970,000 340,000

Ⅺ　�予 備 費 20,688,931 19,561,336 1,127,595

当 期 歳 出 合 計 137,656,081 135,488,486 2,167,595

歳 出 合 計 137,656,081 135,488,486 2,167,595

　

権
正
階
検
定
講
習
会
を
平
成
二
十
九
年
七

月
三
十
一
日
か
ら
九
月
二
日
に
か
け
て
岡
山

県
神
社
庁
を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

休
日
は
期
間
中
の
日
曜
日
の
み
で
、
受
講
者

は
お
盆
も
返
上
し
て
講
義
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
岡
山
県
で
権
正
階
検
定
講
習
会
は
、
昭

和
五
十
八
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
か
ら

三
十
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
の
直
階
検
定
講
習
会
の
受
講
者
か
ら
強
い

要
望
を
受
け
、
牧
庁
長
の
決
断
に
よ
り
、
長

ら
く
開
催
し
て
い
な
か
っ
た
権
正
階
検
定
講

習
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
直
階
検
定
講
習
会
か
ら
の
継
続
受

講
者
五
人
を
含
め
て
合
計
十
一
人
が
権
正
階

取
得
を
目
指
し
て
受
講
し
ま
し
た
。

　

権
正
階
検
定
講
習
会
は
直
階
に
比
べ
て
祭

式
の
時
数
が
六
十
時
間
か
ら
半
減
し
、
そ
の

分
、
古
典
や
宗
教
史
、
関
係
法
規
な
ど
の
学

科
目
の
比
重
が
高
く
な
り
ま
す
。
講
義
内
容

は
、
直
階
よ
り
更
に
高
度
な
内
容
を
積
み
上

げ
、
祭
式
は
基
礎
が
で
き
て
い
る
前
提
で
の

指
導
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
直
階
受

講
後
の
努
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
岡
山
県
独
自
に
、
受
講
資
格
を

現
任
の
神
職
と
限
定
し
ま
し
た
。
全
国
的
に

は
直
階
や
権
正
階
の
階
位
を
取
得
し
て
も
、

実
際
は
神
社
で
奉
職
し
て
い
な
い
者
が
い
る

の
も
現
実
で
す
。
現
在
、
神
社
で
奉
職
し
、

神
明
奉
仕
を
務
め
る
者
を
養
成
す
る
た
め
の

講
習
会
開
催
と
致
し
ま
し
た
。

　

権
正
階
検
定
講
習
会
の
修
了
は
検
定
合
格

ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
権
正
階
を
取

得
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
後
、
三
十
日
間
の

指
定
神
社
実
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
日
も
早
く
実
習
を
終
え

て
権
正
階
が
授
与
さ
れ
、
宮
司
後
継
者
と
な

り
、更
な
る
神
明
奉
仕
に
務
め
て
い
た
だ
き
、

氏
子
崇
敬
者
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
神
職

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

権
正
階
検
定
講
習
会
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こ
の
度
、
こ
ど
も
伊
勢
参
り
に
、
引
率
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
三
日
の
二
泊
三

日
の
行
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

団
長　

小
野
義
典
氏　
　

副
団
長　

吉
岡

寛
人
氏　

引
率
ス
タ
ッ
フ　

林
千
秋
氏　

迫

本
昌
臣
氏　

迫
本
優
子
氏　

佐
々
木
祥
之
氏

と
力
を
合
わ
せ
、真
夏
の
伊
勢
に
、元
気
い
っ

ぱ
い
の
こ
ど
も
達
、
三
十
八
名
を
乗
せ
、
岡

山
駅
バ
ス
停
に
て
教
化
委
員
長　

太
田
浩
司

氏
の
激
励
と
見
送
り
を
受
け
て
の
出
発
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
初
参
加
の
こ
ど
も
が
多
く
、
こ

ど
も
達
が
、
ど
の
よ
う
に
関
係
を
築
い
て
い

く
の
か
心
配
で
も
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
伊
勢
の
参
拝
で
、
色
あ
せ
る
こ
と
の

な
い
、
穏
や
か
な
思
い
を
胸
に
残
し
、
大
人

へ
と
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
ど
も
伊
勢
参
り
を
通
じ
て
、
深
く
印
象

に
残
っ
た
こ
と
は
、
こ
ど
も
の
姿
で
あ
り
背

筋
で
す
。

　

内
宮
参
拝
そ
の
日
は
、
朝
霧
が
深
く
、
宇

治
橋
よ
り
五
十
鈴
川
上
流
を
臨
む
と
、
川
辺

を
覆
う
木
々
が
、
川
裾
を
深
く
感
じ
さ
せ
、

森
に
響
く
ヒ
グ
ラ
シ
の
音
が
、
懐
か
し
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
達
が
御
垣
内
参
拝
で
何
を
感
じ
、

何
を
心
に
残
し
て
く
れ
る
の
か
、
不
安
で
も

あ
り
、
期
待
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
参
拝
者
の
羨
望
を
背
中
に
受
け
な

が
ら
、
御
垣
内
に
入
る
と
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に

緊
張
し
、
小
学
生
の
子
は
、
御
白
石
の
大
き

さ
に
足
を
取
ら

れ
、
よ
ろ
け
る

子
も
い
ま
し
た

が
、
参
拝
時
に

は
、
皆
背
筋
が

伸
び
二
拝
二
拍

手
一
拝
を
無
事

終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
参
道
で
、
こ
ど
も
達
の
二
列
行
進

を
見
て
い
る
と
、
背
筋
が
伸
び
て
い
た
こ
と

が
深
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

御
垣
内
に
入
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
え

た
の
か
、
緊
張
が
続
い
て
い
る
の
か
、
言
葉

に
で
き
な
い
何
か
を
感
じ
た
の
か
、
こ
ど
も

達
、
一
人
一
人
の
心
を
察
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
は
、
日

も
よ
う
や
く
高
く
な
り
、
こ
ぼ
れ
日
が
漏
れ

る
伊
勢
の
森
を
、
確
か
な
足
取
り
で
し
ゃ
ん

と
背
を
伸
ば
し
進
ん
で
行
く
、
こ
ど
も
達
の

後
ろ
姿
に
、
未
来
を
感
じ
、
感
謝
の
心
を
深

く
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
春
日
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

丁
寧
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
神
職
さ

ん
に
、
こ
の
旅
最
後
の
、
皆
揃
っ
て
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

春
日
の
森
に
、
し
ゃ
ん
と
背
が
伸
び
、
こ

だ
ま
す
る
、「
あ
り
が
と
う
」
が
静
か
に
響

き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
・
三
十
日

の
両
日
、
山
口
県
神
社
庁
に
お
い
て
平
成
二

十
九
年
度
中
国
地
区
教
化
会
議
が
開
催
さ

れ
、当
県
か
ら
は
岡
崎
中
国
地
区
教
化
講
師
、

太
田
教
化
委
員
長
、
根
石
・
福
田
両
教
化
副

委
員
長
、
瀧
本
参
事
が
参
加
し
、
中
国
五
県

合
わ
せ
て
二
十
三
名
が
参
加
し
た
。

　

会
議
議
題
及
び
協
議
の
概
要
に
つ
い
て
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、�

過
疎
・
少
子
・
高
齢
化
問
題

　

・�

過
疎
化
地
域
に
お
い
て
、
後
継
者
に
宮

司
資
格
要
件
で
あ
る
権
正
階
取
得
の
条

件
を
緩
和
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
地
区

庁
長
・
副
庁
長
会
議
に
提
起
す
る
。

二
、�

家
庭
の
ま
つ
り
と
地
域
の
ま
つ
り
の
振

興
（
抜
粋
）

　

・�

し
め
縄
作
り
を
通
じ
て
正
月
の
意
味
を

伝
え
る

　

・�

七
夕
飾
り
に
個
人
の
願
い
よ
り
公
の
願

い
を
書
く
こ
と
で
郷
土
愛
を
醸
成

こ
ど
も
伊
勢
参
り

由
加
神
社
宮
司　
　
　

新　

庄　

俊　

昭　

中
国
地
区

　
教
化
会
議

教
化
委
員
会　

副
委
員
長　
　
　

根　

石　

俊　

明　

平成29年度
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総
長
以
下
神
社
本
庁
役
員
、
四
十
七
都
道
府

県
の
神
社
庁
長
、
支
部
長
代
表
者
、
頒
布
担

当
者
等
二
百
名
が
参
列
し
た
。岡
山
県
で
は
、

牧
博
嗣
庁
長
、
岡
本
正
弘
津
山
支
部
長
、
髙

山
命
之
神
宮
奉
賛
部
長
、
瀧
本
文
典
参
事
が

出
席
を
し
た
。

　

神
前
に
奉
ら
れ
た
神
宮
大
麻
・
暦
の
前
に

楽
が
流
れ
る
中
、
神
宮
神
職
に
よ
り
神
饌
が

供
え
ら
れ
た
後
、
亀
田
幸
弘
少
宮
司
に
よ
る

祝
詞
奏
上
、小
松
大
宮
司
が
玉
串
を
奉
っ
た
。

撤
饌
後
、
小
松
大
宮
司
か
ら
北
白
川
統
理
に

神
宮
大
麻
並
び
に
暦
が
授
け
ら
れ
た
。
小
松

大
宮
司
以
下
神
職
退
下
の
後
、
北
白
川
統
理

と
田
中
総
長
か
ら
各
県
神
社
庁
長
へ
頒
ら
れ

た
。

　

午
後
一
時
よ
り
神
宮
会
館
大
講
堂
に
お
い

て
、
神
宮
大
麻
暦
頒
布
表
彰
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
富
山
県
神
社
庁
を
始
め
十
七
の
神
社

庁
、
ま
た
優
良
奉
仕
者
と
し
て
、
宮
城
県
の

平
八
幡
神
社
宮
司
斎
藤
三
郎
氏
を
始
め
三
十

四
名
の
方
々
が
小
松
大
宮
司
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
を
授
け
ら
れ
た
。
引
続
き
小
松
神
宮

大
宮
司
が
就
任
の
挨
拶
並
び
に
神
宮
大
麻
頒

布
に
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
北

白
川
神
社
本
庁
統
理
が
、
第
二
期
「
三
ヵ
年

継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
」
の
施

策
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
推
進
会

議
が
行
わ
れ
た
。
吉
田
神
社
本
庁
常
務
理
事

が
座
長
と
な
り
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
花

井
神
宮
頒
布
部
長
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
神

宮
大
麻
暦
の
頒
布
数
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
交
付
数
は
、
八
百
八
十
万

六
千
四
百
二
十
五
体
と
な
り
、
前
年
対
比
八

万
八
千
八
十

四
体
の
減

体
と
な
っ

た
。
湯
澤
神

社
本
庁
本
宗

奉
賛
部
長
か

ら
、
神
社
本

庁
の
施
策
等

の
発
表
が
あ

り
、
散
会
と

な
っ
た
。

　

・�

十
五
夜
の
お
月
見
に
合
わ
せ
て
献
茶
・

舞
・
篠
笛
・
雅
楽
な
ど
を
奉
納
し
、
雅

な
伝
統
行
事
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
。

　

・�
昨
今
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
行
事
が
増
加
す
る
中
、

収
穫
感
謝
の
日
本
伝
統
神
事
で
あ
る
新

嘗
祭
の
斎
行
を
通
じ
て
「
食
」
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
養
う
。

三
、�「
三
ヵ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向

上
計
画
」
地
区
助
成
金
の
活
用

　

・�

神
棚
で
唱
え
る
言
葉
と
し
て
「
祓
え
給

え
清
め
給
え　

守
り
給
え
幸
え
給
え
」

が
書
か
れ
た
紙
（
十
セ
ン
チ
×
二
十
五

セ
ン
チ
縦
長
）
を
中
国
地
区
で
十
五
万

部
作
成
し
、
家
庭
の
神
棚
に
貼
っ
て
朝

夕
の
お
祀
り
の
際
に
唱
え
て
い
た
だ
く
。

四
、�

各
県
活
動
報
告
（
特
記
事
項
）

　

・�

島
根
県
で
は
神
宮
大
麻「
ふ
る
さ
と
便
」

を
実
施
。
敬
神
婦
人
会
の
事
業
で
、
進

学
や
就
職
な
ど
で
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
に
氏
神
様
の
お
札
と
神
宮
大
麻

を
送
る
も
の
。

五
、�

厚
生
年
金
保
険
並
び
に
健
康
保
険
制
度

へ
の
強
制
適
用
に
つ
い
て

　

・�「
宮
司
に
収
入
が
あ
る
神
社
は
一
人
で
も

強
制
適
用
の
対
象
と
な
る
」
と
い
う
本

庁
か
ら
の
通
知
に
つ
い
て
、
今
後
予
想

さ
れ
る
状
況
や
加
入
で
き
な
い
神
社
の

事
情
を
説
明
し
、
法
制
度
の
不
備
を
指

摘
し
加
入
促
進
に
一
定
の
配
慮
を
求
め

て
い
く
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

六
、�

そ
の
他
と
し
て
、
過
疎
地
域
神
社
活
性

化
推
進
施
策

　

・�「
宮
守
（
み
や
も
り
）」
と
言
う
、
神
社

の
護
持
・
管
理
を
し
て
い
た
方
の
復
活

が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

・�

過
疎
地
域
の
神
職
に
な
る
際
の
装
束
・

調
度
品
・
神
具
な
ど
を
他
神
社
か
ら
寄

付
し
て
い
た
だ
く
制
度
の
斡
旋
を
行
っ

て
欲
し
い
。

�

以
上

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
七
日
内
宮
神
楽
殿

に
お
い
て
、
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。
当
日
は
、
台
風
十
八
号
の
影
響
で

大
雨
が
降
る
中
、
神
社
本
庁
北
白
川
統
理
を

先
頭
に
外
宮
・
内
宮
と
御
垣
内
参
拝
を
行
っ

た
。
午
前
十
時
よ
り
、
北
白
川
統
理
・
田
中

神
宮
奉
賛
部
長　
　
　
　

髙　

山　

命　

之　

神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
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九
月
二
十

七
日
午
後
一

時
三
十
分
よ

り
岡
山
県
神

社
庁
神
殿
に

お
い
て
、
平

成
二
十
九
年

度
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
奉

告
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。神
宮
大
麻
が
神
前
に
奉
ら
れ
、佐
々

木
副
庁
長
が
斎
主
と
な
り
祝
詞
を
奏
上
後
、

牧
庁
長
等
が
玉
串
拝
礼
を
行
っ
た
。
祭
典
終

了
後
、
牧
庁
長
と
藤
山
副
庁
長
か
ら
各
支
部

長
に
神
宮
大
麻
と
神
社
本
庁
幣
帛
料
が
授
け

ら
れ
た
。

　

引
続
き
平
成
二
十
九
年
神
宮
大
宮
司
表
彰

が
行
わ
れ
、
神
宮
大
宮
司
（
代
理
鳥
海
芳
行

神
宮
禰
宜
）
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県
神

社
庁
神
宮
大
麻
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
牧
庁
長

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
表
彰

者
を
代
表
し
て
、
素
鵞
神
社
宮
司
小
坂
博
通

氏
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

午
後
三
時
よ
り
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
会
議

が
行
わ
れ
、
神
宮
大
宮
司
（
代
理
鳥
海
芳
行

神
宮
禰
宜
）
と
神
社
本
庁
統
理
（
代
理
神
武

徳
彦
本
庁
本
宗
奉
賛
部
課
長
心
得
）
の
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
神
武
本
宗
奉
賛
部
課

長
心
得
よ
り
本
庁
の
施
策
が
発
表
さ
れ
た
。

第
二
期
「
三
ヵ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布

向
上
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

県
神
社
庁
神
宮
奉
賛
部
長
が
、
平
成
二
十

九
年
度
事
業
計
画
は
、
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
に
よ

る
推
進
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
入
り
ポ
ス
タ
ー
を

使
っ
て
神
宮
大
麻
の
頒
布
推
進
を
行
う
施
策

の
発
表
を
行
っ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告

祭
が
各
支
部
に
お
い
て
終
了
し
、
神
職
・
総

代
ま
た
奉
仕
者
か
ら
氏
子
の
皆
様
を
始
め
崇

敬
者
の
方
々
に
大
麻
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
正
月
に
は
各
社
頭

に
お
い
て
頒
布
活
動
が
行
わ
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
正
月
の
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
、
積
極
的
に
頒
布
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
一
体
で
も
多
く
頒
布
で
き
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

神
宮
奉
賛
部
長
よ
り

岡
山
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
支
部

岡
山
支
部

児
島
支
部

神
宮
大
麻
特
別
頒
布
優
良
奉
仕
者

久
米
支
部

八
幡
神
社
宮
司

宗
藤　
　

定

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
奉
仕
者

神　　　職

岡
山
支
部

岡
山
縣
護
國
神
社
禰
宜

河
野　
　

薫

倉
敷
都
窪
支
部

福
田
神
社
宮
司

柚
木　

直
彦

津
山
支
部

髙
田
神
社
宮
司

湯
浅　

祐
次

児
島
支
部

祇
園
神
社
宮
司

赤
星　
　

治

御
津
支
部

八
幡
宮
宮
司

上
月　

良
典

井
笠
支
部

宇
佐
八
幡
神
社
宮
司

神
崎　

宣
武

高
梁
支
部

八
幡
神
社
宮
司

本
倉　

宣
弘

川
上
支
部

小
坂
神
社
宮
司

平
田　

高
久

英
北
支
部

大
吉
神
社
宮
司

横
山　

雅
樹

久
米
支
部

素
鵞
神
社
宮
司

小
坂　

博
通

神職以外

御
津
支
部

高
靇
神
社
責
任
役
員

藤
原　

武
史

井
笠
支
部

大
鳥
神
社
責
任
役
員

三
宅　

勝
廣

高
梁
支
部

大
和
神
社
責
任
役
員

川
建　
　

賢

川
上
支
部

穴
門
山
神
社
責
任
役
員

西
谷　

民
也

新
見
支
部

岩
山
神
社
責
任
役
員

池
田　

康
土

神
宮
大
麻
関
係
表
彰
三
条
一
号
（
神
社
・
団
体
表
彰
）

玉
島
浅
口
支
部

髙
岡
神
社

邑
久
上
道
西
大
寺
支
部

貴
船
神
社

井
笠
支
部

大
鳥
神
社

吉
備
支
部

天
満
神
社

高
梁
支
部

廣
峰
神
社

川
上
支
部

八
幡
神
社

新
見
支
部

天
王
八
幡
神
社

真
庭
支
部

栗
原
神
社

神
宮
大
麻
関
係
表
彰
三
条
二
号
（
個
人
表
彰
）

津
山
支
部

髙
田
神
社
責
任
役
員

高
取　
　

武

吉
備
支
部

天
満
神
社
責
任
役
員

前
田　

卓
雄

美
作
支
部

春
日
神
社
責
任
役
員

横
山　

廣
志

平成29年

神 宮 大 麻 頒 布 大 宮 司 表 彰
平成28年度

県神社庁神宮大麻関係表彰
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木
山
神
社
は
真
庭
市
旧
落
合
町
の
備
中
川

が
清
ら
に
流
れ
、
緑
の
田
畑
、
木
々
に
囲
ま

れ
た
美
し
い
「
祈
り
の
山
」
木
山
の
山
頂
に

千
二
百
年
前
に
創
建
さ
れ
た
神
社
で
す
。

　

昭
和
三
十
七
年
に
は
木
山
の
山
麓
に
里
宮

が
造
営
さ
れ
、
山
頂
に
本
殿
の
み
を
残
し
、

「
奥
宮
」
と
し
て
お
祀
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
修
繕
し
た
の
は
、
そ
の
奥
宮
で
す
。

奥
宮
本
殿
は
天
正
五
年
の
火
災
に
よ
り
焼
失

し
た
後
、
天
正
八
年
に
再
建
さ
れ
た
社
殿
で

す
。

　

再
建
以
降
何
度
か
修
繕
が
行
わ
れ
た
記
録

が
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
修
繕
で
新
た
に「
貞

享
」の
墨
書
や
江
戸
期
に
使
わ
れ
て
い
た
釘
、

チ
ョ
ウ
ナ
で
加
工
さ
れ
た
跡
、「
元
禄
」
の

年
号
の
棟
札
等
か
ら
、
元
禄
以
降
大
が
か
り

な
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

四
百
年
近
く
木
山
山
上
で
雨
、
風
、
雪
、

雷
に
さ
ら
さ
れ
、
私
達
の
ご
先
祖
様
方
が
信

仰
し
ご
加
護
い
た
だ
い
た
木
山
様
が
す
っ
か

り
老
朽
化
し
装
飾
は
崩
れ
、
床
が
抜
け
、
誠

に
お
気
の
毒
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
状
態

で
、
古
く
か
ら
の
崇
敬
者
さ
ん
か
ら
も
そ
の

様
を
嘆
く
声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
年
か
ら
少
し
ず
つ
奥

宮
修
繕
に
向
け
た
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
平
成

二
十
三
年
に
総
代
会
で
事
業
計
画
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

奥
宮
本
殿
は
県
指
定
重
要
文
化
財
と
い
う

こ
と
で
県
と
市
か
ら
の
補
助
金
の
交
付
も
決

ま
り
、
神
社
と
し
て
も
奉
賛
会
を
立
ち
上
げ

て
、
奉
賛
金
を
募
り
な
が
ら
平
成
二
十
四
年

か
ら
二
十
六
年
九
月
ま
で
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
工
事
は
「
解
体
保
存
工
事
」
と
言
わ

れ
、
小
屋
組
み
を
解
体
し
、
小
屋
組
み
の
補

強
・
野
地
板
の
張
替
え
・
軒
付
け
の
桧
皮
葺

き
替
え
・
銅
板
の
葺
き
替
え
・
傷
ん
だ
木
部

分
の
修
繕
、
が
主
な
工
事
内
容
で
、
更
に
文

化
財
で
あ
る
本
殿
の
前
に
新
た
な
拝
所
を
建

立
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
以
て
「
木
山
神
社
鎮

座
千
二
百
年
記
念
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

工
事
は
梶
岡
建
設
さ
ん
、
井
上
社
寺
工
匠

さ
ん
が
請
け
負
っ
て
く
だ
さ
り
、
文
化
財
建

造
物
保
存
技
術
協
会
の
方
も
調
査
及
び
監
督

の
た
め
、
何
度
も
東
京
か
ら
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
や
市
の
教
育
委
員
会
の
方
、
岡

山
立
花
屋
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
が
関
わ
っ
て

く
だ
さ
り
、
大
勢
の
県
内
外
の
方
が
ご
奉
賛

く
だ
さ
り
、
無
事
に
事
業
を
完
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
古
い
建
物
の
修
繕
は
大
変
で

す
ね
。
働
い
て
く
だ
さ
る
方
達
も
、
夏
は
カ

ン
カ
ン
照
り
の
銅
板
の
上
で
、
冬
は
雪
の
降

る
中
、
風
の
き
つ
い
山
上
で
懸
命
に
作
業
す

る
姿
に
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
四
百
年
前

は
…
と
想
像
し
ま
し
た
。

　

新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
地
板

を
固
定
し
て
い
た
江
戸
期
の
角
釘
で
、
梶
岡

建
設
さ
ん
が
守
り
刀
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

奥
宮
を
支
え
て
い
た
釘
が
美
し
い
刀
に
な

り
ま
し
た
。
奥
宮
本
殿
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
何
百
年
も
木
山
神
社
の
宝
と
し
て
残
っ
て

欲
し
い
と
祈
り
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
社

木
山
神
社

宮
司

　岡
本

　淑
子

第　29　回
（
岡
山
県
真
庭
市
木
山
）
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土
地
の
占
拠

―
土
地
を
取
得
さ
れ
て
し
ま
う
？
―

（
相
談
）

　

当
社
の
土
地
に
は
、
長
年
駐
車
場
と
し
て

隣
人
の
Ａ
さ
ん
に
無
断
で
使
用
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
社
と
し
て
は
、

駐
車
場
と
し
て
の
使
用
に
関
し
て
特
に
異
議

を
申
し
立
て
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し

た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
か
ら
、
自
分
が
当
該
部

分
の
土
地
の
所
有
権
を
時
効
に
よ
っ
て
取
得

し
た
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
当

社
は
当
該
部
分
の
土
地
の
所
有
権
を
失
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

（
回
答
）

一
、�

土
地
の
所
有
権
を
勝
手
に
取
得
さ
れ
て

し
ま
う
？

　

民
法
で
は
、
①
二
十
年
間
、
所
有
の
意
思

を
も
っ
て
、
平
穏
か
つ
公
然
に
他
人
の
物
を

占
有
し
た
者
、
又
は
、
②
十
年
間
、
所
有
の

意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
か
つ
公
然
に
他
人
の

物
を
占
有
し
、
そ
の
占
有
開
始
時
に
お
い
て

自
分
の
物
で
あ
る
と
過
失
な
く
信
じ
て
い
た

者
は
、
時
効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す（
民
法
第
一
六
二
条
）。「
所

有
の
意
思
を
も
っ
て
」
す
る
と
は
、
自
分
の

物
で
あ
る
と
い
う
意
思
を
も
っ
て
行
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
土
地
を
勝
手
に

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
自
分
の
物
で

あ
る
と
い
う
意
思
を
も
っ
て
占
有
を
継
続
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
取
得
時

効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
さ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

御
相
談
の
場
合
、
Ａ
さ
ん
に
所
有
の
意
思

が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
Ａ

さ
ん
が
貴
社
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
な
が
ら
占
有
す
る
と
い
う
い
わ
ば
不
法
占

拠
の
場
合
に
は
、
取
得
時
効
は
成
立
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
例
え
ば
境
界
が
曖
昧
で
あ
る

等
の
事
情
に
よ
っ
て
、
不
法
占
拠
か
否
か
が

客
観
的
に
分
か
ら
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

Ａ
さ
ん
に
所
有
の
意
思
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、

取
得
時
効
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

二
、�

時
効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は

　

こ
の
よ
う
に
時
効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取

得
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ま
ず
、
無
断
で
使
用
し
な
い
こ
と
、
退
去
し

て
い
た
だ
く
こ
と
等
を
相
手
方
に
明
確
に
伝

え
る
べ
き
で
す
。
こ
の
よ
う
に
伝
え
て
も
相

手
方
が
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
調
停
、
訴
訟

等
の
裁
判
上
の
手
続
を
進
め
る
こ
と
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

無
断
で
使
用
さ
れ
て
い
る
事
態
を
放
置
す

る
と
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
承
諾
し
て
い
た

と
判
断
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
何
ら
か
の
措
置
を
採
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
境
界
が
曖
昧
で
あ
る
状

態
を
放
置
す
る
と
、
取
得
時
効
を
主
張
さ
れ

る
隙
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の

で
、
境
界
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
も
重
要

に
な
り
ま
す
。

三
、
不
動
産
の
管
理
の
重
要
性

　

神
社
を
適
切
に
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
っ

て
は
、
神
社
が
所
有
す
る
不
動
産
を
適
切
に

管
理
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
神
社
が

所
有
す
る
不
動
産
は
、
神
社
運
営
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
不
動
産
に
関
し
て
問

題
が
生
じ
る
と
、
神
社
の
運
営
に
著
し
い
支

障
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

神
社
の
不
動
産
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
お
悩
み
の
場
合
に
は
、
弁

護
士
に
御
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

　

九
月
四
日
、
神

社
庁
に
て
、
過
疎

地
の
神
社
運
営
を

考
え
る
研
修
会
に

参
加
し
た
。
講
師

は
、
國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教

授
（
博
士
・
宗
教

学
）
で
あ
る
石
井

研
士
先
生
で
あ
っ
た
。

　

会
場
に
は
、
八
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
詰

め
寄
せ
、
神
職
だ
け
で
は
な
く
、
総
代
役
員

の
方
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
関
心
の
高
い
題

目
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。

　

先
生
は
、
長
年
の
神
社
の
統
計
調
査
に
基

づ
く
研
究
調
査
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
採
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
が
頻
繁
に
あ
る
方
で
、
今
回
の
講

演
で
も
、
今
ま
で
の
研
究
デ
ー
タ
を
示
さ
れ

な
が
ら
、
日
本
の
人
口
動
態
や
家
族
や
生
活

の
変
動
、
岡
山
県
の
人
口
や
宗
教
法
人
に
つ

小
林
や
す
ひ
こ
の

神
社
法
律
相
談

　
近
年
、
県
内
神
社
も
法
律
上
の
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
ケ
ー

ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年

か
ら
小
林
裕
彦
弁
護
士
に
岡
山
県
神
社
庁

の
顧
問
弁
護
士
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
小
林
弁
護
士
に
神
社
の
土
地
管

理
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡山県神社庁
顧 問 弁 護 士

小
こ

 林
ばやし

 裕
や す

 彦
ひ こ

神
社
界
は

　
危
機
感
を
持
て
!!

過
疎
地
の
神
社
運
営
を
考
え
る
研
修
会

八
幡
神
社　

禰
宜　
　
　

石　

井　

宏　

尚　

岡山市北区弓之町２番15号　弓之町シティセンタービル６階
TEL.086-225-0091　FAX.086-225-0092

小林裕彦法律事務所
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い
て
、
科
学
的
に
説
明
、
気
に
な
る
点
を
指

摘
さ
れ
た
。

　

先
生
の
お
話
の
要
点
は
、
神
社
界
は
危
機

感
を
持
て
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
日
本
の
世
帯
数
だ
が
、
昭
和
二
十

八（
一
九
五
三
）年
は
一
万
七
千
百
八
十
戸
で
、

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
は
五
万
百
十

二
戸
と
な
り
、
平
均
世
帯
人
数
は
五
人
か
ら

二
・
五
一
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単

身
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

先
生
と
し
て
は
、
独
り
身
の
方
に
対
し
て
ど

う
や
っ
て
大
麻
を
受
け
て
い
た
だ
く
の
か
、

寄
付
を
お
願
い
す
る
の
か
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、

合
計
特
殊
出
生
率
に
触
れ
、昭
和
二
十
二
（
一

九
四
七
）
年
は
四
人
が
現
在
一
・
四
四
人
で

あ
り
、
人
口
を
維
持
し
て
い
く
二
・
〇
七
人

を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
町
や
村
が
な
く
な
る
現
実
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
る
現
象
だ
と
言
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
家
族
の
変
動
に
つ
い
て
も
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
の
例
を
挙
げ
ら
れ
た
。
例

え
ば
、
死
後
離
婚
と
い
う
こ
と
で
、
配
偶
者

が
死
亡
後
、
そ
の
配
偶
者
の
家
族
親
戚
と
の

姻
戚
関
係
終
了
手
続
き
を
す
る
人
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
故
人
や
故
人
の
親
戚

と
の
人
間
関
係
が
要
因
と
な
る
こ
と
が
多
い

が
、
家
族
と
し
て
の
関
わ
り
が
な
く
な
り
、

家
族
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
く
非
常
に
気
が

か
り
な
現
象
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。他
に
は
、

日
本
人
の
食
生
活
の
西
洋
化
が
進
み
、
米
を

食
べ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
古
来
の
食

文
化
へ
の
意
識
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
た
。

　

先
生
は
、「
過
疎
化
」
と
い
う
言
葉
に
つ

い
て
も
触
れ
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
言

葉
の
定
義
は
で
き
た
が
、
国
民
全
体
が
こ
の

社
会
構
造
の
変
化
の
実
感
が
乏
し
か
っ
た
た

め
、
改
善
で
き
る
と
思
い
込
み
、
十
分
な
対

応
が
で
き
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
同
様

の
こ
と
は
、「
少
子
化
」、「
高
齢
化
」、「
晩
婚

化
」
と
い
っ
た
も
の
で
も
回
復
し
て
は
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
対
策
の
例
と
し
て

自
治
体
が
「
○
○
活
性
化
委
員
会
」
と
い
う

よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
が
多

く
あ
る
が
、
人
口
が
昔
に
戻
っ
た
と
か
、
出

生
率
が
昔
に
戻
っ
た
と
か
、
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
仏
教
界
の
話
で

は
あ
る
が
取
り
組
み
例
と
し
て
、
浄
土
真
宗

は
早
く
か
ら
危
機
感
を
持
ち
、
昭
和
六
十
年

代
か
ら
全
国
の
過
疎
地
域
の
寺
院
の
実
態
調

査
を
行
い
、
支
援
員
制
度
を
実
施
し
た
。
対

象
の
寺
院
に
対
し
て
支
援
員
一
人
が
派
遣
さ

れ
指
導
す
る
と
い
う
、
過
疎
化
に
対
す
る
包

括
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
特
に
成

果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
岡
山
県
に
つ
い
て
先
生
は
、
二
〇
四
〇

年
の
県
内
の
人
口
動
態
の
予
測
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。
特
に
県
北
部
か
ら
県
南
部
へ
、

周
辺
部
か
ら
岡
山
市
や
倉
敷
市
へ
の
流
出
が

顕
著
で
あ
り
、
人
口
増
減
率
は
二
〇
一
〇
年

と
比
べ
て
、
高
梁
市
マ
イ
ナ
ス
四
二
・
一
％

を
筆
頭
に
マ
イ
ナ
ス
二
〇
％
後
半
か
ら
マ
イ

ナ
ス
三
〇
％
後
半
の
自
治
体
が
大
半
と
な
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
消
滅

可
能
自
治
体
が
増
え
、
そ
の
影
響
を
受
け
る

宗
教
法
人
の
数
が
予
測
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
抜
き
ん
出
て
い
る
の
が
、
神
社

本
庁
傘
下
の
法
人
、
つ
ま
り
神
社
で
あ
り
、

そ
の
数
七
百
十
三
法
人
で
、
こ
れ
は
、
山
間

地
域
に
存
在
す
る
曹
洞
宗
（
百
六
十
六
法

人
）、
天
理
教
（
八
十
三
法
人
）
等
と
比
べ

て
あ
ま
り
に
多
い
数
で
あ
っ
た
。
神
社
の
数

が
多
い
の
は
、
山
間
地
域
に
あ
り
、
氏
子
崇

敬
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
高
齢
化
が
進
み

支
え
手
の
乏
し
い
神
社
が
多
い
こ
と
も
理
由

に
含
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
神
社
本
庁
の
調
査
か
ら
全
国
の
神
棚

の
有
無
の
数
値
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
は
神

棚
あ
り
四
一
・
二
％
、
神
棚
な
し
（
五
八
・

四
％
）
で
、
氏
神
様
の
認
知
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
六
年
は
、
知
っ
て
い
る
（
五
九
・

五
％
）、
知
ら
な
い
（
四
〇
・
五
％
）、
氏
神

様
へ
の
お
参
り
の
頻
度
は
、
二
〇
一
六
年
、

年
に
数
回
以
上（
約
四
割
）、参
拝
し
な
い（
約

六
割
）
な
ど
と
紹
介
さ
れ
、
普
段
の
生
活
の

中
で
、
神
社
と
の
関
わ
り
は
決
し
て
多
い
と

は
言
え
な
い
現
実
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
先
生
は
、
神
社
界
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
厳
し
く
、
将
来
的
な
展
望
も
明

る
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
最
後
に
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
お

話
に
な
っ
た
。

　

神
社
を
取
り
巻
く
現
状
把
握
を
ま
ず
行

い
、
そ
の
神
社
は
存
続
可
能
な
の
か
、
支
部
、

神
社
庁
と
連
携
し
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
統
廃
合
を
す
る
に
お
い
て
、
納
得

が
得
ら
れ
る
か
（
他
の
神
社
の
摂
社
・
末
社

と
な
る
こ
と
）、
地
域
の
方
が
納
得
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。
神
社
本
庁
で
は
、
拠
点

神
社
構
想
と
い
う
も
の
も
検
討
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
の
推
移
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
の
地
域
活
性
化
事
業

と
も
か
ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
私
自
身
、
過
疎
の
自
治

体
の
神
社
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
切
実
な

内
容
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
大
切
な
の
は
、
そ

の
神
社
と
氏
子
崇
敬
者
、
地
域
の
こ
と
を
良

く
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
維
持

し
て
い
く
た
め
に
何
を
為
す
の
か
、
改
善
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
分
相
応
な
取
り
組
み
は

何
か
等
、
日
々
問
い
続
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
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九
月
二
十
二
日
（
金
）、
岡
山
県
神
社
庁

研
修
所
主
催
の
社
頭
講
話
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
講
師
は
牛
窓
神

社
の
岡
崎
宮
司
で
「
講
義
」
と
「
実
技
」
な

る
構
成
で
一
日
研
修
で
し
た
。

　
「
講
義
」
と
し
て
ま
ず
、
社
頭
講
話
に
必

要
な
講
演
講
録
の
組
み
立
て
方
を
学
び
ま
し

た
。
本
旨
に
入
る
ま
で
の
大
ま
か
な
講
録
な

る
「
序
論
（
じ
ょ
ろ
ん
）」。
こ
の
序
論
の
構

成
に
よ
っ
て
聴
衆
の
気
持
ち
を
引
き
付
け
る

重
要
な
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し

て
、
講
演
の
中
で
聴
衆
に
訴
え
る
最
も
重
要

な
役
割
を
持
つ
「
証
（
し
ょ
う
）」。
証
の
講

録
作
り
に
よ
っ
て
講
演
が
生
き
も
死
に
も
す

る
、
聴
衆
の
心
を
し
っ
か
り
と
引
き
付
け
て

相
手
に
共
感
を
呼
び
起
こ
す
役
割
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
最
後
が
「
結
（
け
つ
）」

で
、
論
旨
の
中
で
自
分
が
訴
え
る
こ
と
を
纏

め
と
し
て
語
る
部
分
で
、
結
が
的
確
に
ま
と

ま
ら
な
い
と
、
講
録
全
て
が
生
き
て
こ
な
い

最
も
重
要
な
締
め
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
「
序

論
」「
証
」「
結
」
の
構
成
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
。
そ
し
て
他
宗
教
に
対
す
る
配
慮

や
、
時
世
に
即
応
し
た
内
容
、
低
俗
に
な
ら

な
い
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
る
こ
と
、
目
的
意
識

を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

基
本
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
後
、
岡
崎
講

師
の
実
体
験
と
し
て
、
表
情
を
明
る
く
す
る

こ
と
、
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
話
す
こ

と
。
し
か
し
ど
こ
か
優
し
く
ゆ
っ
く
り
話
す

こ
と
。
常
に
情
報
の
収
集
を
心
掛
け
る
癖
を

つ
け
る
こ
と
。
難
し
い
言
葉
は
繰
り
返
し
話

す
こ
と
。
例
え
話
も
織
り
交
ぜ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
講
義
」
を
受
講
し
た
次
に
即
実

践
で
す
。
今
回
の
研
修
会
に
参
加
し
た
約
二

十
名
を
前
に
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
る「
実
技
」

が
あ
り
ま
し
た
。「
自
己
紹
介
」
が
テ
ー
マ

で
す
。
ひ
と
こ
と
に
自
己
紹
介
と
言
え
ど
、

氏
名
や
奉
務
神
社
名
、
鎮
座
地
や
ご
祭
神
、

そ
し
て
由
緒
、
目
指
す
べ
き
神
職
像
な
ど

様
々
な
内
容
を
い
か
に
三
分
に
纏
め
て
わ
か

り
易
く
話
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
簡
単
な
よ

う
で
難
し
く
、
私
も
含
め
ほ
と
ん
ど
の
方
は

三
分
以
内
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

先
の
「
講
義
」
で
習
っ
た
こ
と
を
取
り
入

れ
よ
う
と
意
識
す
る
と
難
し
い
も
の
で
、
笑

顔
は
で
き
た
も
の
の
声
が
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
り
、
ま
た
は
そ
の
逆
で
あ
っ
た

り
、
こ
れ
ば
か
り
は
と
に
か
く
何
度
も
実
践

し
て
経
験
を
積
む
し
か
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

休
憩
中
に
受
講
生
と
話
す
雑
談
は
実
に
ス

ム
ー
ズ
で
表
情
も
自
然
と
明
る
い
も
の
の
、

「
講
話
」
と
な
る
と
、
つ
い
上
手
く
話
そ
う

と
意
識
が
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
結
局
、
ま

と
ま
ら
ず
伝
わ
ら
ず
な
失
敗
を
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
気
付
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
「
実
技
」
と
し
て
、
四
～
五
名

ず
つ
に
分
か
れ
て
班
を
作
り
テ
ー
マ
を
決
め
て

意
見
を
纏
め
、
代
表
者
が
発
表
す
る
、
と
い

う
班
別
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
討
論
の
テ
ー

マ
と
し
て
五
つ
お
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て

の
班
で
「
地
方
の
過
疎
化
と
氏
神
信
仰
の
存

続
に
つ
い
て
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
、
班
で
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
論

し
た
後
に
内
容
を
纏
め
て
、
代
表
者
が
十
分

で
発
表
を
し
ま
す
。
同
じ
テ
ー
マ
で
の
討
論

で
あ
り
な
が
ら
も
各
班
の
発
表
内
容
は
様
々

で
、
し
か
も
訴
え
か
け
る
よ
う
な
強
い
口
調

で
の
発
表
は
ま
さ
に
言
葉
に
魂
が
宿
っ
て
い

る
か
の
ご
と
く
、
聴
衆
の
心
に
響
く
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

　

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
今

回
の
研
修
会
で
す
が
、
や
は
り
神
職
に
は
身

近
な
存
在
で
も
あ
る
社
頭
講
話
。
祭
典
や
祈

祷
後
の
わ
ず
か
三
～
五
分
で
も
十
分
に
教
化

で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
時
事
ネ
タ
で

終
わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
祈
り
や
信
仰
の
大

事
さ
、
神
様
の
有
難
さ
を
も
っ
と
内
容
に
取

り
入
れ
て
、
神
職
の
使
命
を
更
に
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

①
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
の
「
お
こ
と

ば
」
以
降
、
有
識
者
会
議
を
経
て
、
今
年
六

月
に
「
特
例
法
」
が
成
立
し
た
。
新
元
号
は
、

　

神
道
政
治
連
盟
岡
山
県
本
部
は
平
成

二
十
九
年
度
の
重
要
な
事
業
と
し
て
、

九
月
十
五
日
（
金
）
午
後
三
時
か
ら
岡

山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
國
學
院
大

學
教
授
齋
藤
智
朗
先
生
を
お
迎
え
し
、

講
演
会
を
実
施
し
た
。

　
「
即
位
礼
・
大
嘗
祭
」
に
関
す
る
内

容
は
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、

聴
講
者
は
、「
即
位
礼
」「
大
嘗
祭
」
等

に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
、
来
る
儀

式
・
行
事
に
臨
む
意
識
を
大
い
に
高
め

た
。

　

講
師
は
、
午
前
中
、
岡
山
県
庁
に
て

岡
山
県
神
道
議
員
連
盟
に
所
属
す
る
自

由
民
主
党
県
議
会
議
員
に
対
し
て
も
講

演
さ
れ
た
。

　

講
演
の
概
要
は
次
の
通
り
。

足
髙
神
社　

権
禰
宜　

井　

上　
　
　

晃

神
道
政
治
連
盟

岡
山
県
本
部
講
演
会

即
位
礼
・
大
嘗
祭
の
歴
史
と
今
後
の
課
題

社
頭
講
話
研
修
会
に
参
加
し
て
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年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神
　
社
　
名

氏
　
名

29
・
1
・
11

高
梁
市
備
中
町
東
油
野

八
幡
神
社

長
原　
　

環

29
・
9
・
26

和
気
郡
和
気
町
藤
野

和
氣
神
社

小
森　

成
彦

▲

就
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
兼
務
職

氏
　
名

29
・
6
・
21

倉
敷
市
尾
原

天
津
神
社

本　

権
禰
宜

秋
山　
　

啓

29
・
7
・
1

和
気
郡
和
気
町
藤
野

和
氣
神
社

本　

宮
司

小
森　

国
彦

29
・
9
・
12

久
米
郡
久
米
南
町
上
弓
削

厨
神
社

本　

権
禰
宜

本
郷　

統
章

29
・
9
・
26

赤
磐
市
是
里

宗
形
神
社

本　

禰
宜

門
野　

宇
倫

29
・
9
・
27

岡
山
市
東
区
久
保

窪
八
幡
宮

本　

宮
司

本
間　

裕
康

29
・
10
・
28

岡
山
市
東
区
中
尾

熱
田
八
幡
宮

本　

宮
司

三
宅　

和
範

29
・
11
・
7

岡
山
市
北
区
北
方

御
崎
宮

本　

権
禰
宜

川
田
美
由
紀

29
・
11
・
16

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦

厄
神
社

本　

宮
司

岡
部　

智
仁

▲

退
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
兼
務
職

氏
　
名

29
・
6
・
30

和
気
郡
和
気
町
藤
野

和
氣
神
社

本　

宮
司

小
森　

成
彦

29
・
7
・
19

総
社
市
下
倉

八
幡
神
社

本　

宮
司

小
原
満
寿
延

29
・
10
・
27

岡
山
市
東
区
中
尾

熱
田
八
幡
宮

本　

宮
司

三
宅　

利
範

29
・
10
・
27

岡
山
市
東
区
金
田

金
田
天
満
宮

本　

宮
司

三
宅　

玲
子

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
兼
務
職

氏
　
名

現
身
分

享
年

29
・
10
・
18

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦

厄
神
社

本　

宮
司

岡
部　
　

一

二
級

79

29
・
10
・
27

総
社
市
下
倉

八
幡
神
社

本　

宮
司

内
倉　

欣
彌

三
級

81

年 

月 

日

機
　
構
　
名

機
構
役
職

氏
　
名

29
・
7
・
1

祭
祀
委
員
会

委
員

秋
山　
　

啓

29
・
7
・
1

祭
祀
委
員
会

委
員

横
林　

一
彦

29
・
10
・
16

協
議
員
会

協
議
員
3
号

若
狭　

裕
治

29
・
10
・
16

関
係
者
大
会
企
画
委
員
会

委
員

若
狭　

裕
治

29
・
11
・
1

雅
楽
講
師
補
（
再
任
）

講
師
補

根
石　

俊
明

29
・
11
・
1

雅
楽
講
師
補
（
再
任
）

講
師
補

石
田　

智
秀

29
・
11
・
16

役
員

理
事

生
駒
五
三
六

29
・
11
・
16

関
係
者
大
会
企
画
委
員
会

理
事

生
駒
五
三
六

名

誉

宮

司

神

職

任

免

神

職

帰

幽

神
社
庁
辞
令

平
成
三
十
一
年
か
ら
の
施
行
が
有
力
で
あ
る

が
細
部
は
未
定
で
あ
る
。

　

②
『
即
位
礼
』
と
は
、即
位
（
践
祚
）（
せ

ん
そ
）
さ
れ
た
天
皇
陛
下
が
即
位
を
国
の
内

外
に
宣
明
す
る
儀
式
で
あ
る
。

　
『
大
嘗
祭
』
と
は
、
天
皇
陛
下
が
即
位
さ

れ
て
初
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
の
こ
と
。
た

だ
し
、
祭
典
は
新
設
さ
れ
る
「
大
嘗
宮
」
で

斎
行
さ
れ
、
新
穀
は
「
悠
紀
（
ゆ
き
）」（
大

嘗
祭
執
行
地
よ
り
東
の
地
方
）・「
主
基
（
す

き
）」（
同
西
の
地
方
）
の
斎
田
に
お
い
て
収

穫
さ
れ
た
新
穀
が
供
え
ら
れ
る
。

　

③
『
即
位
礼
』
は
、允
恭
（
い
ん
ぎ
ょ
う
）

天
皇
（
第
十
九
代
）
即
位
の
記
述
が
最
初
で

あ
る
。『
大
嘗
祭
』
が
皇
位
継
承
儀
式
と
し

て
確
立
し
た
の
は
、
持
統
天
皇
（
第
四
十
一

代
）
の
時
で
あ
る
。
即
位
礼
・
大
嘗
祭
は
幾

度
か
中
断
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
の
桜
町
天

皇（
第
一
一
五
代
）以
降
は
、継
続
し
て
い
る
。

　

④
明
治
の
即
位
礼
は
、
京
都
で
、
同
大
嘗

祭
は
、初
め
て
東
京
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

　

平
成
の
即
位
礼
・
大
嘗
祭
は
、
現
行
の
日

本
国
憲
法
及
び
皇
室
典
範
に
よ
る
最
初
の
も

の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
東
京
で
行
わ
れ
た
。

　

⑤
「
即
位
の
礼
」
は
、
皇
位
継
承
に
関
す

る
一
連
の
儀
式
（
即
位
礼
、
大
嘗
祭
等
）
を

含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、憲
法
に
容
認
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
「
国
事
行
為
」
と
「
皇

室
の
公
的
行
事
」
に
分
類
し
、
大
嘗
祭
な
ど

祭
祀
に
関
わ
る
儀
式
・
行
事
は
、「
皇
室
の

公
的
行
事
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

平
成
の
「
即
位
の
礼
」
の
際
に
は
、
神
社

等
に
お
い
て
も
祭
祀
の
執
行
等
が
行
わ
れ
て

お
り
、
今
後
、
各
所
に
お
い
て
奉
祝
の
準
備

が
必
要
と
考
え
る
。

�

（
神
政
連
県
本
部
副
幹
事
長　

物
部
明
徳
）

 

齋 

藤 

智 

朗
（
さ
い
と
う
　
と
も
お
）

　

昭
和
四
十
七
年
生　

東
京
都
出
身

　
�

國
學
院
大
學
院
文
学
研
究
科
神
道
学
専
攻

博
士
課
程
後
期
終
了

　

専
攻
は
、
宗
教
学
、
近
代
神
道
史

　

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授

　

�

主
要
な
著
書
「
井
上
毅
と
宗
教
―
明
治
国

家
形
成
と
世
俗
主
義
」

　
講 

師 

紹 

介
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７月

３日 月次祭／権正階検定講習会受講者面接

４日 特殊神事部会／祭祀舞部会／祭祀委員会常任委員会／祭祀委員会総会

５日 育成部会

７日 事業部会・特殊神事部会合同会議

10日 総代会監査会／総代会役員会／神青協広報部会／神青協役員会

11日 雅楽部会

12日 事業部会・特殊神事部会合同会議

13日 役員・総務委員会／神政連監査会／神政連役員会

19日 総代会定例評議員会

20日 祭儀部会／庁報封入作業

21日 教化委員会総会／広報部会

26日 神政連定例代議員会

31日 権正階検定講習会（７／ 31 ～９／２）

８月

１日 月次祭

２日 育成部会／神青協発送作業

21日 こども伊勢参り第１日目

22日 こども伊勢参り第２日目

23日 こども伊勢参り第３日目／事業部会（いさお会館）／神事行事担当者会（いさお会館）

24日 監査会

28日 役員会／身分選考表彰委員会／雅楽部会（いさお会館）

29日 中国地区教化会議第１日目（山口県）

30日 中国地区教化会議第２日目（山口県）／祭祀舞部会

９月

１日 月次祭

４日 過疎地の神社運営を考える研修会

５日 神宮奉賛部会／神青協役員会

８日 広報部会

11日 育成部会

12日 祭祀舞部会／特殊神事部会／岡山八幡会役員会・総会

14日 祭儀部会・雅楽部会習礼

15日 神道政治連盟岡山県本部講演会（岡山プラザホテル）

20日 神青協事業部会／神青協広報部会

22日 社頭講話研修会

27日 平成29年度神宮大麻暦頒布始祭奉告祭

10月

２日 月次祭

４日 財務委員会

５日 役員会／身分選考表彰委員会／雅楽部会（いさお会館）

11日 庁舎火災報知器点検

18日 雅楽部会（岡山大学）

27日 二級伝達式／役員会・総務委員会／身分選考表彰委員会

30日 中国地区神社庁職員研修第１日目／祭祀舞部会

31日 中国地区神社庁職員研修第２日目

11月

１日 月次祭

２日 神青協役員会・発送作業

７日 総代会役員会／総代会臨時評議委員会／研修企画室

13日 神宮奉賛部会

14日 祭儀部会／雅楽部会（いさお会館）

16日 臨時協議員会／関係者大会企画委員会

17日 神青協広報部会

21日 祭祀舞部会／雅楽部会・事業部会合同雅楽鑑賞会（江西小学校）

24日 総務委員会／特殊神事部会

27日 新穀感謝祭団体参拝第１日目／神青協教養研修会（曹源寺）

28日 新穀感謝祭団体参拝第２日目

29日 新穀感謝祭団体参拝第３日目／神宮奉賛部会

30日 総代会視察研修会（香川県）／ 女子神職会役員会

庁　　務　　日　　誌　　抄
平成29年７月１日～平成29年11月30日

閉庁のお知らせ

平成29年12月29日～平成30年１月４日
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教
化
委
員
会
事
業
部
会
で
は
、
来
る
平
成

三
十
年
五
月
二
十
七
日
に
岡
山
市
北
区
吉
備

津
鎮
座
「
吉
備
津
神
社
」
に
お
い
て
「
巫
女

体
験
研
修
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
一
般
の
女
性
（
十
五
歳
～

四
十
歳　

未
婚
既
婚
は
問
い
ま
せ
ん
）
を
対

象
に
お
貸
し
す
る
巫
女
の
衣
装
に
て
体
験
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
深
く
神
社
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
ま

で
に
巫
女
を
経
験
さ
れ
た
方
々
を
始
め
、
初

め
て
だ
と
い
う
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
巫
女
に
つ
い
て
の
講
話
・

神
社
に
お
け
る
作
法
・
祭
祀
舞
（
祭
祀
委
員

会
祭
祀
舞
部
会
）
の
指
導
な
ど
を
通
じ
て
地

元
神
社
や
氏
神
様
へ
の
理
解
を
深
め
、
お
宮

の
お
手
伝
い
や
ご
奉
仕
に
も
繋
が
る
こ
と
を

期
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
各
神
社
に
お
い
て
「
巫
女

体
験
研
修
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
な
る
、
モ
デ
ル
事
業
的
な
位
置
づ
け
に

な
る
の
で
は
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

世
間
で
は
、
巫
女
と
言
え
ば
お
正
月
に
緋

袴
を
履
い
て
破
魔
矢
な
ど
の
縁
起
物
を
授
与

す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
だ
け
に
、
こ

の
度
の
研
修
を
通
じ
て
認
識
を
新
た
に
し
て

い
た
だ
き
、
女
性
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
神
社
の
良
さ
が
広
く
周
知
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

事
業
部
会
で
は
今
後
も
恒
例
事
業
と
し
て

本
研
修
を
継
続
し
、
内
容
や
研
修
場
所
な
ど

も
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
所
存
で
す
。

　

宮
司
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
声
が

け
ご
協
力
の
程
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

教
化
委
員
会
事
業
部
会
部
長　

根　

石　

俊　

明 　

巫
女
体
験
研
修
の
ご
案
内
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あ  

と  

が  

き

　
「
維
新
百
五
十
周
年　

明
治
維
新
志
士
の
ゆ
か

り
を
た
ど
る
」
と
銘
打
っ
て
、
平
成
三
十
年
も

春
の
神
社
参
拝
旅
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
一
泊
二
日
と
し
、
皆
様
方
の
ご
負

担
も
な
る
べ
く
軽
く
な
る
よ
う
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

宿
泊
す
る
湯
田
温
泉
の
常
盤
で
は
、
維
新
百

五
十
周
年
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
女
将
劇
場
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
神
社
庁
の
旅
行
は
、
春
も
秋
の
新
穀
感

謝
祭
も
、
神
社
庁
役
員
、
他
の
神
社
宮
司
、
総

代
皆
様
な
ど
と
親
し
く
旅
を
し
、
懇
親
を
深
め

る
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。　

例
え
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
地
で
も
、

メ
ン
バ
ー
が
違
え

ば
ま
た
違
う
旅
に

な
り
得
ま
す
。

　

予
告
で
あ
り
ま

し
て
、
正
式
な
ご

案
内
は
後
日
と
な

り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
も
岡
山
県
神
社
庁
庁
報
の
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
皆
様
が
原
稿
依
頼
を
快
く
お
引

き
受
け
く
だ
さ
り
、
締
め
切
り
に
間
に
合
う

よ
う
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
多
く
の
記
事
が
集
ま
り
、
前
号

か
ら
始
ま
っ
た
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
神
社
巡

り
紀
行
」
も
残
念
な
が
ら
掲
載
の
場
所
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
企
画

は
、
ご
近
所
で
は
知
ら
れ
て
い
て
も
県
内
全

域
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
か
、
本
当
に

知
る
人
ぞ
知
る
だ
け
で
、
今
は
ス
ポ
ッ
ト
の

当
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
神
社
境
内
に

あ
る
特
色
あ
る
場
所
、
物
、
風
景
な
ど
な
ど

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
資
料
と
し
て
も
有
意

義
な
も
の
に
な
れ
ば
と
思
う
も
の
で
す
。

　

近
年
テ
レ
ビ
等
で
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
神
社

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
い
た
だ
く
た
め
の
一

手
段
と
し
て
は
有
効
な
も
の
に
な
り
得
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
企
画
が
続
い
て
い
き
ま
す
と
広
報
部

員
の
手
持
ち
の
情
報
だ
け
で
は
、
広
い
県
内

を
カ
バ
ー
し
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
皆
様
に
情
報

提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
際
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

広
報
部
長　

福
田

予告!!

岡
山
県
神
社
庁
　
春
の
神
社
参
拝
旅
行

ご　旅　行　行　程　表

☆維新150周年　明治維新志士のゆかりをたどる　１泊２日

日程行程は、まだ変更する場合がありますので、ご了承ください。

１

２

日次 行　　　　　　　　　　　　程 宿　泊　地

＜湯田温泉＞
西の雅　常盤
電話（0839）22-0091

食 事

朝：×

昼：○

夕：○

朝：○

昼：×

夕：×

岡山各地
6：00～ 8：00

＜高速道路経由＞
防府（昼食）
11：50～ 12：40

毛利博物館・庭園（見学）
12：50～ 14：10

野田神社・豊榮神社への自由参拝が可能です。

山口市：菜香亭（見学）
14：30～ 15：30

湯田温泉　西の雅 常盤（宿泊）
17：00

現地ガイドのご案内で維新ウォーク

香山公園（散策）
15：40～ 16：40

ホテル
8：30

松蔭神社（正式参拝）・松下村塾
9：40～ 10：30

木戸孝允生家・伊藤博文別邸など９館入場券付

萩市：武家屋敷（散策）
10：40～ 11：30

萩焼窯元（お買い物）
11：40～ 12：10

岡山各地
18：00～ 20：00

道の駅　萩しーまーと（自由昼食）
12：30～ 13：30

旅行代金
29,900 円




